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はじめに 

 

活動概況の発刊にあたり、平成 29年度の宮古保健所の主な活動をご紹介します。 

まず、地域保健班では、昨年度に引き続きアルコール関連対策として、CRAFT 家族教室、

支援者研修会を開催しました。 

小児慢性特定疾病、難病については、専門医による相談、関係者ネットワーク会議や研

修会を実施しました。新たな自助グループ活動に向けて、乳幼児期のダウン症の親子交流

会を継続しています。 

健康推進班では、沖縄県新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき、管内感染症指定

医療機関、消防本部と合同で新型インフルエンザ等対策訓練を実施しました。また、県内

では宮古島市のみで確認されているつつが虫病の発生届が、平成 29年度は 5件でした。引

き続き、住民及び関係機関への情報提供等、普及啓発に取り組んでまいります。 

健康づくり関連では、受動喫煙防止対策として「沖縄県禁煙施設認定推進制度」を普及

しています。管内の知事部局出先機関の施設においては平成 29年度に全施設が認定されて

います。今後は公共施設及び飲食店等の禁煙施設の認定に向けて普及啓発していきます。 

生活環境班では、食品衛生対策の一環として各種イベント等に出店する簡易営業施設へ

の指導の強化に取り組みました。なお、平成 29年度は、宮古保健所管内における食中毒処

分件数は 0 でした。今年度も引き続き食中毒発生 0 を目指して各種施策を実施していく予

定です。 

野犬については、狂犬病予防法や市村飼い犬取締条例により 237 頭捕獲しました。咬傷

事故は前年度より増加し 37 件でした。 

廃棄物対策では、不法投棄防止パトロールや産業廃棄物処理業者に対する立入調査を強

化し、不法投棄防止対策に取り組んでいます。 

総務企画班では、地域保健法第 11条の規定に基づき、管内市村の地域保健及び保健所の

運営に関する事項を審議するため、宮古保健所運営協議会を開催しました。12 名の委員に

より、「と畜場における獣畜の食用血液の採取について」等、4 議題について、審議を行い

ました。 

今後とも関係各位のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

                     平成 30年 11 月 

                     沖縄県宮古保健所 

                     所長 宮里 義久 
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